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      (財)財務会計基準機構会員  
 

平成２０年１０月３１日 

各 位 

 

               会 社 名  星 光 Ｐ Ｍ Ｃ 株 式 会 社               

              代 表 者 名  代表取締役社長 乗越 厚生 

（コード番号 4963 東証二部） 

                 問 合 せ 先  常務取締役管理本部長 伊佐木 融 

                          （TEL．０３－６２０２－７３３１） 

 

 

平成 21 年３月期第２四半期累計期間の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 平成 20 年５月９日に公表いたしました平成 21 年３月期第２四半期累計期間（平成 20 年４月１
日～平成20年９月30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１．平成 21 年３月期 第２四半期累計期間（平成 20 年４月１日 ～ 平成 20 年９月 30 日）の業績

予想の修正 
 

（１）連結業績                             （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） １３，３７０      ４８０ ５１０ ２３０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １２，９３８      ６０２ ６３１ ３４２ 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △４３２      １２２ １２１ １１２ 

増  減  率（％） △３．２   ２５．４ ２３．７ ４８．７ 

（ご参考） 
前 年 同 期 実 績 

１２，１４２      ２８０ ２９５ １３０ 

 
 

（２）個別業績                             （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） １２，３１０     ４３０ ４８０ ２１０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １２，１２９     ５８０ ６４５ ３５７ 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △１８１    １５０ １６５ １４７ 

増  減  率（％） △１．５  ３４．９ ３４．４ ７０．０ 

（ご参考） 
前 年 同 期 実 績 

１１，６５９      ４２４ ４６１ ２９５ 
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２．修正の理由 

（１）連結業績予想 

売上高につきましては、世界的な景気減速の影響もあり、前回予想をやや下回る見込みで

ありますが、営業利益及び経常利益は、原油高による原燃料費の高騰があったものの、全社

を挙げた生産性向上や生産コスト削減、販売費及び一般管理費の削減に努めた結果、前回予

想を上回る見込みであります。四半期純利益は、上記に加え、前回発表時に発生を見込んで

おりました特別損失が想定を下回ったことにより、前回予想を上回る見込みであります。 

 

（２）個別業績予想 

    連結業績と同様の理由により、営業利益、経常利益及び四半期純利益が前回予想を上回る

見込みであります。 

 

なお、通期の業績予想（連結・個別）につきましては、本年１１月６日の第２四半期決算

短信発表時にお知らせする予定です。 

 

※上記業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであり、実際の業績等は

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

   

以  上 


